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税務

私
が
社
長
と
な
り
二
十

年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

ろ
そ
ろ
事
業
承
継
を
考

中
小
企
業
の
M
&
A
と
税
務

税
理
士
法
人
ア
フ
ェッ
ク
ス

（
商
工
研
相
談
業
務
委
嘱
先
）

税
理
士
・
公
認
会
計
士

金
子
尚
貴

え
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１
．
承
継
方
法

 

事
業
を
承
継
す
る
方

法
と
し
て
大
き
く
区
分

す
る
と
、
親
族
内
承
継
・
社
内
承
継

・
第
三
者
承
継
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
子
ど
も
が
い
な
い
、

子
ど
も
に
事
業
を
継
ぐ
意
思
が
な
い

な
ど
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
第
三
者

承
継
（
以
下
、
M
&
A
）
が
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
．
M
&
A
の
手
法

　

M
&
A
の
手
法
に
は
合
併
や
分
割
、

買
取
等
が
あ
り
、
買
取
の
方
法
と
し

て
は
株
式
譲
渡
や
事
業
譲
渡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
中
小
企
業
に

お
い
て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
手
法

は
、
株
式
譲
渡
と
事
業
譲
渡
、
会
社

分
割
の
三
つ
で
す
。

　

合
併
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
理

由
に
は
、
文
化
の
異
な
る
企
業
同
士

が
一
つ
に
な
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
こ

と
や
、
税
制
上
の
適
格
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
難
し
い
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
先
の
三
つ
の

手
法
に
絞
っ
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

3
．
実
施
形
態

⑴
株
式
譲
渡

　

自
社
の
株
主
が
他
社
に
株
式
を
譲

渡
す
る
取
引
で
あ
り
、
株
主
が
個
別

に
相
手
方
と
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。
自
社
の
事
業
に
は
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
、
従
業
員
の
承

継
も
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
株
式
の
譲
渡
は
基
本
的

に
全
株
主
の
賛
成
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
反
対
株
主
の
説
得
や
、
す

で
に
死
亡
し
て
い
る
株
主
が
い
な
い

か
ど
う
か
な
ど
、
事
前
に
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵
事
業
譲
渡

　

企
業
の
事
業
自
体
を
譲
渡
す
る
方

法
で
、
企
業
同
士
で
譲
渡
契
約
を
締

結
し
ま
す
。

　

一
部
の
事
業
も
し
く
は
全
部
の
事

業
を
相
手
企
業
に
譲
渡
し
ま
す
。
売

り
手
に
と
っ
て
は
譲
渡
し
た
い
事
業

を
選
択
で
き
、
買
い
手
に
と
っ
て
も

取
得
企
業
の
リ
ス
ク
や
興
味
の
な
い

事
業
を
買
い
取
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議

が
必
要
と
な
り
、
株
主
の
三
分
の
二

以
上
の
賛
成
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
の
入
退
社
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑶
会
社
分
割

　

事
業
譲
渡
と
同
様
に
、
事
業
の
一

部
を
移
転
さ
せ
る
方
法
で
す
。

　

事
業
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
分
社

化
し
、
新
会
社
を
設
立
し
た
う
え
で

譲
渡
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
事
業

譲
渡
よ
り
も
煩
雑
さ
を
伴
い
ま
す
。

一
方
で
、
従
業
員
の
入
退
社
の
手
続

き
を
要
さ
ず
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
譲
渡
企
業
の
有
す
る
契
約
や
許

認
可
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
業
譲
渡
と
の
違
い
は
、
分
割
対

象
事
業
に
係
る
権
利
義
務
の
包
括
的

な
承
継
が
可
能
で
あ
る
点
で
す
。　

　

譲
受
企
業
は
、
取
得
対
価
と
し
て

金
銭
の
ほ
か
、
譲
受
企
業
の
株
式
を

交
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

4
．
税
務
上
の
取
り
扱
い

⑴
株
式
譲
渡

　

税
金
面
で
は
、
株
式
譲
渡
益
に
対

し
て
所
得
税
・
住
民
税
を
合
わ
せ
て

二
〇
・
三
一
五
％
の
税
率
で
課
さ
れ

る
だ
け
な
の
で
、
事
業
譲
渡
や
会
社

分
割
に
係
る
法
人
税
と
比
べ
て
低
く

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

譲
受
企
業
の
紹
介
会
社
へ
の
手
数

料
や
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
以
下
、

D
D
）
報
酬
な
ど
は
法
人
の
損
金
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
株
式
取
得
の
た
め

の
取
得
費
と
な
り
、
株
式
の
取
得
価

額
に
加
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
D
D
報
酬
は
、
取
締
役
会
等

に
お
い
て
株
式
取
得
の
意
思
決
定
後
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に
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
必

要
経
費
に
な
り
、
意
思
決
定
前
の
対

価
に
つ
い
て
は
取
得
費
に
も
含
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
株
式

譲
渡
に
対
す
る
税
金
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
譲
渡
側
の
株
主
が
自
分
自

身
に
退
職
金
を
支
給
し
節
税
を
図
る

手
法
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
納
税
額
が
増
加
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
法
人
税
法
に
よ
る
損
金

算
入
限
度
額
ま
で
支
給
す
る
場
合
で

も
、
退
職
金
額
が
大
き
い
場
合
は
納

税
が
発
生
し
ま
す
。
退
職
所
得
は
累

進
課
税
で
す
の
で
、
退
職
所
得
控
除

額
を
控
除
し
た
残
額
の
二
分
の
一
相

当
額
が
大
き
け
れ
ば
税
率
が
高
く
な

り
ま
す
。
株
式
譲
渡
の
み
に
対
す
る

税
額
よ
り
も
金
額
が
大
き
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
株
式
評
価
に

与
え
る
影
響
も
踏
ま
え
て
く
だ
さ
い
。

不
動
産
の
移
転
は
生
じ
な
い
の
で
、

登
録
免
許
税
、
不
動
産
取
得
税
の
課

税
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
事
業
譲
渡

　

企
業
間
で
の
契
約
と
な
る
た
め
、

法
人
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
譲
渡
対
価
と
譲
渡

す
る
資
産
、
負
債
の
差
額
で
あ
る
純

資
産
と
の
差
額
に
対
し
て
法
人
税

（
実
効
税
率
約
三
〇
％
）
が
課
さ
れ

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
の
れ
ん
」
に
つ

い
て
は
、
そ
の
差
額
に
含
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
の
で
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
譲
受
企
業
は
、
こ
れ
を
無
形
固

定
資
産
と
し
て
計
上
し
た
後
、
税
務

上
は
五
年
間
で
償
却
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
負
債
の
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
債
権
者
の
同
意
が
必
要
な
の

で
、
譲
渡
対
象
と
し
な
い
方
が
煩
雑

さ
は
軽
減
し
ま
す
。

　

一
方
、
事
業
譲
渡
は
消
費
税
の
課

税
取
引
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
土
地

な
ど
を
除
く
譲
渡
資
産
に
対
し
て
消

費
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
で
す
の
で
、

納
税
義
務
判
定
や
簡
易
課
税
制
度
の

適
用
判
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

本
則
課
税
を
適
用
し
て
い
る
企
業
で

は
、
土
地
の
譲
渡
金
額
が
高
額
な
場

合
は
課
税
売
上
割
合
が
下
が
り
、
課

税
仕
入
れ
等
の
税
額
が
減
少
し
ま
す
。

　

事
業
譲
渡
は
、
法
人
税
課
税
後
の

譲
渡
資
金
が
企
業
内
に
留
保
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
に
資
金

を
移
動
さ
せ
る
に
当
た
り
、
退
職
金

の
支
給
や
配
当
な
ど
、
方
法
に
よ
り

ま
す
が
、
そ
の
際
に
も
所
得
税
の
課

税
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
オ

ー
ナ
ー
は
株
式
を
保
有
し
た
ま
ま
の

状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、
譲
渡
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
株
式
の
評
価
方
法
、
そ

し
て
将
来
の
相
続
税
の
課
税
ま
で
含

め
た
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
必

要
で
す
。
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
類

似
業
種
批
准
方
式
を
採
用
で
き
る
場

合
に
は
財
産
評
価
を
抑
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
不
動
産
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
の
移
転
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
譲
受
企
業
は
不

動
産
取
得
税
、
登
録
免
許
税
の
負
担

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶
会
社
分
割

　

法
人
税
法
上
、
分
割
は
分
割
型
分

割
と
分
社
型
分
割
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
分
割
型
分
割
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

　

分
割
型
分
割
と
は
、
分
割
法
人

（
分
割
を
す
る
法
人
）
が
分
割
承
継

法
人
（
分
割
を
受
け
る
法
人
）
か
ら

受
け
取
っ
た
対
価
を
分
割
法
人
の
株

主
に
配
当
す
る
場
合
の
分
割
を
い
い

ま
す
。

　

当
改
正
で
は
、
分
割
法
人
株
主
と

分
割
法
人
の
関
係
継
続
要
件
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
分
割

法
人
の
株
主
が
分
割
後
に
分
割
法
人

株
式
を
譲
渡
す
る
予
定
で
あ
っ
て
も
、

適
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
分
割
時

の
評
価
は
簿
価
（
含
み
益
あ
り
）
に

よ
る
こ
と
に
な
り
、
分
割
に
よ
る
課

税
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
事
業
を
別
会

社
に
分
け
る
た
め
、
元
々
の
分
割
法

人
株
式
を
譲
渡
す
る
際
に
は
株
式
評

価
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
株
式
の
譲
受
法
人
は
分
割
法

人
に
繰
越
欠
損
金
が
あ
る
場
合
は
損

金
参
入
で
き
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ー
ム

で
注
意
す
べ
き
点
は
、
譲
渡
予
定
の

事
業
を
残
し
、
譲
渡
予
定
の
な
い
事

業
を
分
割
承
継
法
人
に
移
転
さ
せ
る

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
分
割
時
に
分
割
法

人
株
主
に
対
し
て
み
な
し
配
当
課
税

（
最
高
税
率
約
五
五
％
）
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
当
改
正
に
よ
り
み
な

し
配
当
課
税
は
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
社
分
割
は
事
業
譲
渡
に
比
べ
る

と
納
税
額
を
少
な
く
で
き
ま
す
が
、

数
あ
る
適
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
分

割
に
よ
り
包
括
的
に
承
継
す
る
場
合

に
は
、
消
費
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊

　

想
定
外
の
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
る

の
で
、
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。


